
 
 

オンライン電子納品試行要領 
 

                              令和３年５月11日制定  

                                  長野県林務部 

（趣旨） 

第１  電子納品の運用の効率化を目的として、電子成果品の電子媒体による納品に替え

て、受注者が情報共有システム等により、インターネット上でウェブブラウザを用

いて電子成果品を登録することで納品を行う（以下、「オンライン電子納品」とい

う。）試行について必要な事項を定めるものとする。 

 

（対象工事等） 

第２  林務部が発注する工事及び委託業務に適用（森林整備業務は除く）。受注者の実

施希望により、受発注者間の協議により決定する。 

      

（利用システム） 

第３  オンライン電子納品は、以下のシステム（以下、「オンライン電子納品システム」）

により実施する。 

ＵＲＬ： https://mycityconstruction.jp/ 

 

（適用） 

第４  対象工事等は、電子納品に係る実施要領（平成31年４月１日）に基づく電子媒体

による電子納品に替えて、オンライン電子納品を実施する。 

    本要領で定めのない事項については、「工事完成図書の電子納品等要領」（国土

交通省）、「土木設計業務等の電子納品要領」（国土交通省）を参照し、受発注者

が協議の上、決定するものとする。 

 

（実施手順） 

第５  オンライン電子納品は、以下の手順により実施する。 

（１）協議 

着手時協議チェックシートの「９．上記以外及び、施工中の確認事項」に「オンラ

ン電子納品を適用」と記載する。 

（２）ユーザ登録 

受注者は、オンライン電子納品システムのユーザ登録を行う。 

（３）成果品登録 

受注者は、電子納品チェックシステムを用いてチェックを行った上で、電子成果品

の登録作業を行う。 

（４）登録内容確認 



 
 

発注者は、登録された成果品を確認し、承認作業を行う。登録された成果品に不備

がある場合には、発注者は差戻しを行い、受注者は成果品を修正し、再度登録を行う。 

（５）登録確認書類 

受注者は、オンライン電子納品システムの登録確認書を発注者に提出する。 

（６）検査 

検査は、オンライン電子納品システムに登録された成果品をシステム上で閲覧する

ことで実施する。なお、機器の準備は、検査時にインターネット接続が必要となるこ

とを考慮した上で、受発注者のどちらが行うか事前協議において確認する。 

（７）成果品の修正 

検査の指摘等により、成果品の修正が必要となった場合、受注者は成果品を修正し、

再度登録を行う。 

 

（データの取扱い） 

第６  オンライン電子納品の電子成果品の公開、非公開の設定は、事前協議において決

定する。 

２ 発注者が公開を不適当と判断した項目及び受注者が公開を希望しない項目は、非

公開に設定するものとする。 

３ 成果品に、３次元点群データまたは３次元設計データが含まれる場合は、原則と

して該当するデータを公開に設定するものとする。 

 

（電子成果品の保管） 

第７  オンライン電子納品の電子成果品は、システムで保管するデータを正式文書とす

る。 

 

（設計図書への明示） 

第８  現場説明書 ５ 技術事項 

（８）電子納品 

オ オンライン電子納品 

受注者の実施希望により、受発注者間の協議の上で実施できるものとし、実施に

当たっては｢オンライン電子納品試行要領 長野県林務部｣によるものとします。 

https://www.pref.nagano.lg.jp/rinsei/kensei/nyusatsu/cals/torikumi/rinmu.html 

（適用） 

第９ 適用は以下による。 

（１）令和３年６月１日以降に起工起案する案件から適用 

（２）既発注案件への適用については、受発注者間において協議の上決定 

 


